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お知らせ 

 
直轄国道を跨ぐ市町村管理橋梁の点検等の技術支援 

～技術支援と直轄国道の安全性の確保～ 
 
 

直轄国道を跨ぐ市町村（政令指定都市を除く）が管理する道路橋について、

その健全性を確認する調査を平成22年度の国土交通省が実施する技術支援の

一環として行い、これにより直轄国道の安全性も確保します。 

技術支援対象橋梁は、「直轄国道を跨ぐ市町村管理の未点検橋梁のうち技術

支援要望のあった橋梁」と「コンクリートの叩き点検、近接目視点検など詳細

調査が必要と判断した橋梁を当該管理者である市町村と協議し了解を得た橋

梁」であり、その対象橋梁数は中国地方で４５橋あり、うち鳥取県内は６橋で

す。 

支援内容は、橋梁の健全性を確認するための点検支援、調査結果に対する技

術的助言及び橋梁保全アドバイザー（学識者）の派遣支援を行うこととしてお

り、平成23年3月迄に調査結果を取り纏め、関係する市町村に報告する予定で

す。 

なお、市町村独自の点検と合わせると、鳥取県内の直轄国道を跨ぐ市町村管

理の道路橋の点検が平成22年度内に完了する見込みとなります。 

    

○ 問い合わせ先  
【技術支援の主旨、目的等、実施内容全般に関する事項】 

   国土交通省 中国地方整備局   TEL 082-221-9231（代表）  

（総括）道路部  道路保全企画官  村
むら

尾
お

 好
よし

昭
あき

 （内線4121）  

    （担当）     道路構造保全官  鎌田
かまた

 裕介
ゆうすけ

 （内線4123）  
【技術支援の実施内容に関する事項】  
  国土交通省 中国地方整備局 中国技術事務所 TEL 082-822-2340（代表）  
    （担当） 技術情報管理官      紺谷

こんたに

 正紀
まさのり

 （内線303）  
【技術支援対象橋梁に関する事項】  
  国土交通省 中国地方整備局 鳥取河川国道事務所 TEL 0857-22-8435（代表）  
    （担当） 道路管理第二課長     田中

た な か

 弘司
こ う じ

 （内線441）  
  国土交通省 中国地方整備局 倉吉河川国道事務所 TEL 0858-26-6221（代表）  
    （担当） 道路管理課長       山根

や ま ね

 圭太郎
け い た ろ う

（内線431）  

（広報担当窓口） 広報広聴対策官       安田
やすだ

 博
ひろ

信
のぶ

 （内線2117）  

    企画部 環境調整官    秋山
あきやま

 良
りょう

壮
そう

（内線3114）  



別紙－１  

直轄国道を跨ぐ市町村管理橋梁の点検等の技術支援 

 

 １．主 旨    

橋梁の多くは高度成長期（1955～1973年）に建設され、今後、橋梁の老朽化

が一斉に進むことから、多額の修繕・架替え等の維持管理に要する費用が急増

することが懸念されています。 

このため、各道路管理者においては、橋梁の長寿命化修繕計画の策定や計画

に基づく橋梁の予防保全に取り組んでいるところです。 

一方、道路を跨ぐ構造物の健全性の有無は、当該構造物の安全性のみならず

、交差する道路の安全性に多大な影響を及ぼす可能性があることから、その健

全性を双方の管理者が把握することが重要となります。 

そのため、直轄国道を跨ぐ市町村（政令指定都市を除く）が管理する道路橋

について、その健全性を確認する調査を平成22年度の国土交通省が実施する技

術支援の一環として行い、これにより直轄国道の安全性も確保するものです。 

 

 ２．技術支援対象橋梁の概要 

技術支援対象橋梁は、「直轄国道を跨ぐ市町村管理の未点検橋梁のうち技術

支援要望のあった橋梁」と「コンクリートの叩き点検、近接目視点検など詳細

調査が必要と判断した橋梁を当該管理者である市町村と協議を行い了解を得

た橋梁」であり、その対象橋梁数は中国地方で４５橋あり、うち鳥取県内は６

橋です。 

 

 

 

 

 

 

うち鋼橋 うちＣｏ橋

45 11 34 16

鳥取河川国道 1 1 0 1 智頭町

倉吉河川国道 5 2 3 2 湯梨浜町、大山町

支援対象自治体

中国地整管内

　技術支援橋梁数

鳥取

 

県内

技術支援自治体数各県別 事務所名

   なお、市町村独自の点検と合わせると、鳥取県内の直轄国道を跨ぐ市町村管

理の道路橋の点検が平成22年度内に完了する見込みとなります。 

 

３．技術支援実施内容 

技術支援の内容は、橋梁の健全性を確認するための点検支援、調査結果に対

する技術的助言及び橋梁保全アドバイザー（学識者）の派遣支援を行うことと

しており、平成23年3月迄に調査結果を取り纏め市町村に報告する予定です。 

なお、中国地方整備局が委嘱している橋梁保全アドバイザー（別紙２参照） 

との現地調査を今後予定しており、詳細については、別途お知らせさせて頂く

予定です。 

 

４．技術支援対象橋梁一覧 

 

1 鳥取県 鳥取 国道53号 のん谷橋 智頭町 八頭郡智頭町奥本

2 鳥取県 倉吉 国道9号 学園橋 湯梨浜町 東伯郡湯梨浜町泊

3 鳥取県 倉吉 国道9号 つわぶき大橋 湯梨浜町 東伯郡湯梨浜町泊

4 鳥取県 倉吉 国道9号 高浜跨道橋 湯梨浜町 東伯郡湯梨浜町はわい長瀬

5 鳥取県 倉吉 国道9号 豊成橋 大山町 西伯郡大山町豊成

6 鳥取県 倉吉 国道9号 倉谷橋 大山町 西伯郡大山町倉谷

番号 事務所名県・政令市名 路線名 所在地管理者名橋梁名



別紙－２ 
 

 

橋梁保全アドバイザー名簿【参考】 

 
 
所属・役職名 氏名 備考 

鳥取大学 大学院  

工学研究科 教授 

井上
いのうえ

 正一
しょういち 鳥取県 

コンクリート 

鳥取大学 大学院  

工学研究科 教授 

谷口
たにぐち

 朋代
と も よ 鳥取県 

鋼橋 

松江工業高等専門学校  

環境・建設工学科 教授（学科長） 

高田
た か た

 龍一
りゅういち 島根県 

コンクリート 

松江工業高等専門学校  

環境・建設工学科 准教授 

大屋
お お や

 誠
まこと 島根県 

鋼橋 

岡山大学 大学院  

環境学研究科 教授 

谷口
たにぐち

 健男
た け お 岡山県 

鋼橋 

岡山大学 大学院  

環境学研究科 教授 

綾野
あ や の

 克
とし

紀
き 岡山県 

コンクリート 

広島大学   

名誉教授 

米倉
よねくら

 亜州夫
あ す お 広島県 

コンクリート 

広島大学 大学院 

工学研究院 教授 

藤井
ふ じ い

 堅
かたし 広島県 

鋼橋 

山口大学 大学院  

理工学研究科 教授 

宮本
みやもと

 文
あや

穂
ほ 山口県 鋼橋、

コンクリート 

山口大学 大学院  

理工学研究科 教授 

麻生
あ そ う

 稔彦
としひこ 山口県 

鋼橋 

 
 


